
令和５年度 事業報告 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人ピアサポートセンターひといろの実 

 

１ 事業の報告 

（１）法人の運営に関する報告 

譲渡事務について、グループホーム杜の灯りについて事業廃止が総会で承認さ

れたため、倉敷市へ令和 5年 7月 12日付けにて「指定障害福祉サービス事業等

の指定に係る事項の廃止届出書」を提出し、受理された（令和 5年 8月 30日付

け通知）。また、譲渡先とは 8月 31日付けにて「事業引き継ぎ契約書」を取り交

わし、譲渡を完了しており、3 月末までにグループホーム杜の灯りすべての物件

の修繕費について、支払い等を終えている。関係書類については、グループホー

ム杜の灯りより本部事務局へ移動し、倉敷市へ保管場所等の報告をしている。 

 

（２）相談支援事業・ピアサポート支援事業（派遣）に関する報告 

  休止中 

 

（３）「グループホーム杜の灯り」に関する報告（令和 5年 4月 1日～8月 31日） 

定員 11名 入所・退所の主な動向 

・令和 5年５月 1日 ２０代女性退居 

・令和 5年 6月８日 ３０代男性退居 

・令和５年８月 31 日入居者 9 名との契約終了（グループホーム杜の灯り廃

止のため） 

→入居者８名についてはそれまでの状況のまま譲渡先へ移動。1名については、

他のグループホームへ転居。 

 

サービス管理者のみなし配置期限が 9月中旬であったため、早めにハローワーク

などを通して求人を出したが、適任者が見つからず、他団体への譲渡という結果に

なった。 

総会にてグループホーム杜の灯りの廃止、譲渡が承認された後、利用者（入居者）

と職員にはできるだけ早い段階でその旨をお伝えしたところ、利用者については、

生活に変更がないのであれば問題ないと承諾の意向を示された。職員については、

譲渡先との話し合いのうえ、そのまま譲渡先にて働いてもらいたい旨お伝えしたと

ころ、譲渡を契機に退職した方もおられたが、多くの職員がそのまま譲渡先にて働

くことになった。譲渡先とは 8月 31日付けにて「事業引き継ぎ契約書」を取り交

わし、ファイル等の書類についても、法人本部事務局への移動が完了している。 

 

（４）「多機能・共生型事業体 くらしきピアぽーと」に関する報告 

利用者数 

生活訓練の契約利用者：１０名。内、終結者３名。（就労準備支援センターへ１

名、地域社会で安定１名、利用中断１名。）生活介護等：１８名。内、共生型１名。



多機能合計：２８名。下記にある参考資料の特筆は、日中の活動場所でのトラブ

ル等いろいろあり居場所を失った方（合計で７名）、他事業所の事情に伴う緊急利

用（２名）など、紆余曲折しながら少人数の当事業所と繋がり、地域社会での安

定や居場所、社会経験や QOL の向上といったニーズとして表れていたこと。ま

た、三事業に共通したのは、個別性の高い生きにくさを抱えながらも緩やかな環

境、似た苦しみを経験した仲間同士の中で、気負い少なく取り組んでおられたこ

とであった。 

参考資料 

    

その他、共生型の特筆として、特定疾患（４０歳以上６５歳未満・高次脳機

能障害）による介護保険サービスのご利用から、将来的な回復を目指して「同

じ人・同じ環境」で障害福祉サービスに変更できるよう当事業所に繋がり利用

に至った方がいた。同時に、レスパイト要素も強く、病状と周囲との折り合い

で通所先を失い、疲労困憊となっていたご家族にもいくばくかの安堵と、建設

的に今後を考えていこうという〝心の余裕〟が生まれはじめている。 

スピーカーズ・ビューロー倉敷は、講演や他機関への協力、背伸びしない運営 

をモットーに取り組んでいる。数年引き籠っておられた方がやってこられて、

気を遣わずに過ごせた、とお声をいただけたことなど、意義深い取り組みとな

っている。 

同じく地域交流のソーシャルスポーツでは、県単位、全国単位の活動の取り

組みに賛同すると共に、スポーツを介したフラットな縁が、支援者や利用者な

ど超えた繋がりをみせていた。 
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事業の報告に関する事項 

  （１）特定非営利活動に係る事業 
 

  

事業名 

 

事 業 内 容 

 

実施日時 

 

実施場所 

 

従事者

の 

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

 

支出額 

（千円） 

法人の運営に関す

る事業 

 

譲渡事務 

会議等の開催 

令和５年4月～ 

令和６年3月 

 

倉敷市 1名 9名 ０ 

相談支援に関する

事業 

相談支援事業所

の運営 
休止中 倉敷市 

 

－ 
－    ０ 

障害者総合支援法

に基づく障害福祉

サービス事業 

グループホーム

（グループホー

ム杜の灯り）の

運営 

 

令和５年4月～ 

令和５年８月 

 

倉敷市 延８名 

 

利用者 

１１名 

 

10,602 

生活訓練事業

所・生活介護事

業所（多機能・

共生型事業体く

らしきピアぽー

と）の運営 
令和５年4月～ 

令和６年3月 
倉敷市 

延１３

名 

 

利用者 

２７名 

   

   

21,764 

介護保険法に基づ

く地域密着型サー

ビス事業 

共生型地域密着

型通所介護事業

所（多機能・共

生型事業体くら

しきピアぽー

と）の運営 

延１２

名 

 

利用者 

１名 

 

 

2,418 

ピアサポート支援

事業 

ピアサポーター

派遣 
休止中 岡山県内 － － ０ 

 その他この法人の

目的の達成のため

に必要な事業 

その他この法人

の目的の達成の

ために必要な活

動 

 

令和５年4月～ 

令和６年3月 
倉敷市 － － ０ 

                                                  ※支出額：決算後、正規数字に修正 

 

 （２）その他の事業  なし 


